
る
｡
(
藤

川
)

雑

報

■}
l〓一III1-4I-NJIJIll

llI111---H
l
lll-
1Jrl
l

O
富

山

地

拳

骨

第

1
回

特

別

例

甘

･:‖
川
地
串
6
=
に
於
て
は
脇

水場
上
の
軌
沖
漁
船
刈
'没
化
ポ
林
凋
銘
水
喋
を
横
と
し
､
･.T7.と
し
て
化

ポ
林
に
蜘
す
る
地
鞍
的
研
究

の
金
次
e
:を
五
月
六
日
･:;
山
内
時
雄
枚
に

開
催
し
て
次
の
訊
淡
が
行
は
れ
威
令

を

<
=
げ
た
｡

山
･:i
兆
綿
J･rT.

魚
沖
海
Li
地
冊

の
雌
史
的
坦
丑
に
就

い
て

今
村
外
治
.芥

･::=
川
鞍
火
部

の
地

黙
累
抑

段
目
結
i
;

片
山
川
田
状
地
の
地
形

市
川
波
.邪

耐
油

及
常
僻
梯
川
の
地
形
に
胤
す
る
ニ
:11J
の
問
払

中
村
虞
.i:郎
&
.

北
陸
線

怒
舷
の
地
.‥｣
に
就

い
て

･11=
畔
倣
二
Ty
.

作
木
附
淀

の
粘
ーlt
段
丘

前
非
逸
太
郎
iT
.

旭
光
及
朗
柁
樹
松
の
分
加
と
･:;
山
併
軸
比
地
形

文
月
豚
脂
相

伴
穏
ii･砧
の
火
粘
作
地
形

払
水
先
収

榊
蛸
評

○
高

知

県

佐

古

村

龍

ケ
鐘

乳

洞

佐
古
化

ケ
洞
は
砧
加
味
布
英

部位
打
村
越
川
に
あ
け
､
昭
和
･'(
舛
六
月
山
内
肪
氏
に
依
り
て
､
糾
内

の托
投
が
な
さ
れ
た
｡
現
.在
荷
知
嚇
指
定
犬
然
妃
念
均
に
絹
起
さ
れ
て

ゐ
る
｡
今
日
6
光
き
れ
て
ん
る
の
は
火
中
部
に
し
て
未
だ
光
分
捕
検
き

れ
て
み
な

い
｡
柁
捗
路
は
三
♯
山
の
両
船
に
初
ま
り
頂
上
近
-
に
川
口

が
あ
る
｡
そ
の
唯
点
は
十
朱
と
1.<
は
れ
､
此
を
血
氾
す
る
に
は

J
I

ニ

額

稚

拘孔洞絶ケ軸内の )･.岩.pi

(.[;ap,の恕軌 よTT庚i'7'127 にて槻

犯 されて)/:る｡-小火-)

納
内
に
は
純
粋
Ll
る
坑
水
が
淡
れ
'
水
魚

の
多

い
季
節
に
は
大
小
の

池
を
作
る
｡
瀧
は
そ
の
救
十
三
'
叔
火
な
る
も
の
は
布
き
八
米
､
普
無

し
の
沌
･
裳
兄

の
沌
･
蔦
位

の
瀧
符
は
甥
朝
で
あ
る
｡
拍
乱
れ
･
石
杜
･
ポ

特
は
舟
形
を
な
し
て

,の
ろ
｡
又
洞
内
に
は
成
城
が
あ
っ
て
油
化
式
器
ニ

ト
八
伯
叔
II
簸
此
さ
れ
､
仰

軟
骨

･
目
抜
呼
も
後
見
さ
れ
て
ゐ
る
｡

林
無
乳
iH
は
瓜

の
灘

和
束
･:〟.中
に
火

成
し
た
も
の
で
､
代
打
村
越
川

に
佃
し
た
三
強
川
に
は
ポ
狭
･:〟
の
人
鰐
川
が
あ
る
｡
′
･.Fi
火
稚
鉄

解
放
述

作
野
牛
.#
印
)

望

リ一

七
五



地

球

節
二
十

1
巻

0

豊

塵

e
潮

航

ず

る

汽

船

上
海
職
辞
後
荷
物
も
減
少
し
た
上

に
政
榊
不
安
の
た
め
揚
子
江
の
各
汽
船
は
何
れ
も
打
撃
を
う
け
た
が
､

日
柑
汽
船
は
北
ハ被
洋
裁
も
多
-
p
認
塵

へ
糊
る
壌
擬
｡
宜
似
｡
長
陽
｡
義

政

申
肺
畦
の
五
生
は
昨
年
九
月
十
八
ーヨ
の
車
軸
以
後

い
づ
れ
も
秋
航

し

て
回
蛸
し
た
が
､
叔
正
に
啓
発
を
は
じ
め
る
ら
し
い
'
日
本
の
こ
の
航

路
の
外
に
蕊
康
に
達
す
る
外
船
は
凶
杜
で
あ
畠

が
'
い
づ
れ
も
小
さ
い
'

山
､
英
的
火
打
公
司
は
も
と
八
輩
を
有
し
て
ゐ
た
が
硯
水
は
射
水
期
に

i:料
紙

一
生
.
械
水
剤
に
金
蛍

一
袋
あ
っ
て
J
上
船

(
挺
放
し
て
ゐ
る
｡

こ
の
外
に
繰
延
が
閲
航
す
る
と
し
て
も
雌
に
三
生
し
か
糊
離
し
な

い
｡

二
､
英
商
胎
利
公
司
は
も
と
三
食
で
あ
っ
た
が
､
硯
准
将
水
和
に
は
嘉

利

一
生
､
城
水
期
に
は
新
昌

-
袋
上
海

(
直
航
す
る
り

三
'
米
柵
拙
江
公
司
は
六
糞

の
船
を
有

っ
て
ゐ
た
が
硯

水
は
撒
水
期
に

は
卦
昌

1
生
'
減
水
期
に
は
宜
平
.
既
卒
'
光
琳
の
三
生
が
働

い
て
ゐ

る
〇

四

､

日
仰
和
琴
仰
公
司
は
も
と
三
重
を
有
し
た
が
硯
水
は
将
水
制
に
耐

蹄

ti
袋
､
減
水
期
に
欄
同

1
幾
を
用
ひ
て
ゐ
る
'
い
づ
れ
も
就
役
の
舟

は
少

い
'
先
物
が
機
械
し
た
約
兆
で
あ
る
､
こ
の
他
支
那
側

の
汽
船
骨

杜
は
多
-
は
破
産
し
た
が

1
'
招
商
分
局
は
樹
氷
期
に
蛾
的

一
袋
を
謝
か
す
の
み
､
し
か
も
去
年

七
月
僻
州
邸
郷
間
で
塊
敵
地
難
し
た
ま

ゝ
で
あ
っ
て
今
年
柑
水
期
に
離

礁
し
た
ら
ば
上
海

(
行

っ
て
修
舘
を
す
る

簿
で
あ
る
｡

二
､
三
北
公
司
に
常
陽
と
英
輿
の
二
重
が
あ
る
が
､
失
輿
も
池
耕
し
て

捌
か
な
い
､
静
柴
停
止
し

て

1
年
に
な
る
｡

節
大
紋

男

四

七
六

三
､
永
廃
公
司
は
永
胎

1
鑑
を
有
す
る
が

1
時
年
失
敗
し
て
田
下
伊
大

利
人
と
合
併
し
て
や
っ
て
ゐ
る
｡

E
r､
民
政
公
司
は
上
下
解
と
も
二
十
三
重

の
汽
船
を
有
し
て
ゐ
る
が
宜

占
上
海
岡
に
三
生
､
洗
馬
凍
座
間
竺

二
幾
を
働
か
し
濃
度
叙
州
の
問
は

ジ
ャ
ン
ク
で
代
州
す
る
｡

空

位
光
公
司
は
老
朝
地

一
生
で
あ
り
､
六
､
新
興
翰
船
公
司
は
別
称

小

生
を
有
し
盟
座
敷
州
間
を
放
光
す
る
王

､
糸
難
聴
船
公
司
は
糸
州
以
下

三
袋

の
小
船
を
有
し
こ
れ
ら
も
亦
茄
塵
叙
州
間
を
駿
来
し
て
ゐ
る

い
づ

れ
に
し
て
も
長
江

一
肝
は
本
年
も
亦
航
逆
は
発
達
し
な

い
で
あ
ら
う
｡

0

日

耳
鼻

領

ヨ

ン
ゴ

ー

の

現

状

市
撃

1,
7二
四
〇
･
〇
〇
〇
平

方
軒
で
白

歯
の
約
八
十

倍
に逮
す
る
'
隣
地
は
南
西
に
蘭
鋳

ア
ン
ゴ
ラ

が
あ
る
以
外
姶
ど
金
部
が
英
と
俳
の
括
蛇
地
で
あ
り
､
侍
に
田
方
に
於

て
コ
ン
ゴ
-
布
樺
に
幅
三
十
七
秤
の
狭

い
指
揮
練
が
あ
る
'
土
人
の
人

口
は
約

1i
千
耗
'
灼民
族
は
ピ
グ
ミ
ー
､
バ
ン
ツ
ー
及
リ
ン
ダ
ナ
イ
ス
の

三
族
で
七

人
の
故
は

1
九
三
二
年
に
こ
讐

l
千
五
有
人
に
達
し
な
い

が

内

1
訴
五
千
億
が
.ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
-
首
府
を
レ
オ
ボ
ル
ト
ゲ
イ
ル
に

荘

い
て
ゐ
る
U

統
治
の
収
本
法
は

]
九
〇
八
年
十
月
の
舷
民
窓
車
で
あ

っ
て
､
本
国

と
は
別
個
の
人
格
を
有
し
､
別
仰
の
法
律
で
統
べ
ら
れ
る
'
本
鞠
に
公

典
縫
拭
地
中
火
改
植
が
あ
り
､

コ
ン
ゴ
I
に
地
方
政
臆
が
あ
る
･
自
助

々
王
は
舵
拭
番
員
骨
の
終
絢
を

(
て
勅
令
を
制
克
す
る
方
法
で
､
立
法

柿
を
行
使
す
る
助
命
は
植
民
大
鑑
の
拙
策
で
あ
っ
て
､
諮
絢
骨

の
撃

だ

へ
る
'
但
紫
魚
の
場
合
は
此
隈
で
な
い
け
れ
ど
も
公
布
の
日
よ

り
十
日



後
に
審
議
に
附
す
る
こ
と
1

な
っ
て
ゐ
る
'
植
氏
番
貝
骨
は
公
典
故
骨

の
肪
井
と
も
見
る
べ
き
も
の

､
舷
拭
大
庄
を
議
長
と
し
て
十
四
名
よ
り

成
立
､
内
八
名
は
陶
工
の
任
命
､
三
名
は
上
院
か
ら
､
三
名
は
下
枕
か

ら
越
川
さ
j

l
切
の
関
越
を
解
成
す
る
､
植
民
省
は
政
務
･
土
人
教
育
｡

財
務
｡紳
妨
細
工
｡
虚
紡
｡
村
政
の
各
局

の
外
に
オ
フ
ィ
ス
コ
ロ
ニ
ア
ル

と
い
ふ
情
報
機
関
が
あ
る
､
地
方
政
鵬
に
は
公
弟
組

骨
が

ゐ
て
閲
王
を

代
米
す
る
｡

蛾
を
蛸
省
に
わ
か
ち
十
六
牌
甘
二
十
郡
及
土
人
拓
に
分
つ
､
長
骨
は

副
組
骨
｡知
事
｡
部
長
･
町
村
握
(
土
人
)
で
あ
っ
た
が
二

九
三
三
年
か
ら

六
省
に
改
め
別

紙
皆

の
名
を
披
し
､
省
長
官
(
コ
,､,
サ
リ
ー
)
と
し
た
､

財
政
は
鶴
川
七
億
二
千
五
首
端
淡
､
焼
入
三
億
五
千

七
甘
端
法
で
三
位

六
千
八
甘
溺
法
の
不
足
で
あ
る
た
め
に
自
閉
哉
骨
は
三
年
間
海
中

1
億

八
千
胡
淡
の
補
助
を
し
て
ゐ
る
が
獅
不
足
の
赤
字
が
あ
る
､
共
他
に
負

位
が
多

い
､
そ
の
合
計
六
十
借
倒
千
調
法
に
蓮
す
る
か
ら
政
府

の
財
政

は
別
卿
で
あ
-
'
中
に
共
闘
借
款
六
億
三
千
航
法
に
上
っ
て
ゐ
る
｡

交
迫
は
公
兆
河
口
に
治
し
て
同
河
を
網
る
'
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
的
帆
の

船
は
三
週
間
後
に
バ
ナ
､
｡
ポ
マ
及

マ
タ
デ
イ
の
脂
胎
に
つ
-
､
し
か

し
脚
糾
ア
ン
ゴ
ラ
の
｡
ピ
ト
港
に
つ
け
ば
蛾

迫
で
カ
タ
ン
ガ
ま
で
入
れ

る
'
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
か
ら
は
同
じ
-
蛾
膿
で
ロ
ー
ダ
シ
ャ
を

(
て
こ
リ

サ
ベ
ス
ヴ
ィ
ル

に
挫
せ
ら
る
1
が
英
国
サ
ヾ
ン
プ

ト

ン
か
ら
二
十
三
日

を
嬰
す
る
と

い
ふ
Q
印
腔
洋
側
の
モ
ザ
ン
ビ
ク
の
ベ
イ
ラ
か
ら
入
る
と

こ
こ
に
多
-
の
鋤
迫
が
あ
っ
て
コ
ン
ゴ
I

に
池
じ
て
ゐ
る
､
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ

ム
か
ら
蛾
終
タ
ン
ガ

Il
イ
カ
に
茂
り
､
そ
れ
か
ら
公
共
の
ヰ
ゲ

地

#

*

方
に
入
る
漁
も
あ
る
'
モ
ソ
バ
サ
か
ら
ケ
ン
ヤ
餓
迫
を
と
れ
ば
キ
ス

ム

(
ポ
ー
ト
フ
ロ
レ
ン
ス
)
ま
で
連
せ
ら
れ
る
'
叉
紅
梅
樺

の
ポ
ー
ト

ス

ー
ダ

ン
か
ら
蛾
淀
と
河
と
iE
動
非
で
北
米

コ
ン
ゴ
I
に
達
す
る
外
地
中

略
攻
淡
の
港
か
ら
､
カ
イ
P
.｡
カ
ル
ツ
ー
ム
を

(
て

ユ
バ
忙
売
り
日
効

率
で
同
じ
-
北
米

コ
ン
ゴ
I
の
ア
バ
に
接
し
得
ら
れ
る
O

航
洩
路
と
し
て
は
共
助
の
王
立
航
塊
路
は
毎
過

ロ
ン
ド
ン
㌔
ハ
リ
I
｡

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
航
鎮
輪
茂
を
し
て
ゐ
る
､
ナ
イ
ル
の
谷
を
榊

っ
て
､

ワ
ヂ
ハ
ル
ケ
ア
｡
カ
ル
ツ
ー
ム
エ

バ
｡
カ
ム
パ
ラ
に
向
ふ
東
部
公
典
を

目
的
地
と
す
る
旗
客
に
利
用
さ
れ
る
､

1
九
三
二
年
四
月
'
自
耳
鶴

図

三
は
之
に
ょ
つ
て
公
鵜
に

行か
れ
た
､

コ
ン
.TT
I
柵
に
は
カ
タ
ン
ガ
航

類
似
紫
郎
が

エ
リ
サ
ベ
ス
ゲ
イ
ル
か
ら
'
ブ
ロ
ー
ク
ン
ヒ
ル
(

p
-
デ

シ
ヤ
)
に
至
る
舶
幾
迎
路
を
行
っ
て
ゐ
る
か
ら
'

ブ
ラ
ッ
セ
ル
敬
の
手

紙
は
十
日
後
に
エ
リ
サ
べ
ス
ゲ
イ
ル
に
連
す
る
｡

公
鵜
内
部
の
交
池
は
コ
ン
ゴ
I
の
舟
行
.
道
路
及
汽
串
と
飛
行
輝
が

あ
る
､
水
路
に
瀧
が
多

い
か
ら
､
さ
う
し
た
場
所
に
限
っ
て
道
や
鋤
迫

が
あ
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
河
川
の
可
航
路
及

エ
ド
ア
ー
ル
｡
ア
ル
ベ

ー
ル
三

五
p
｡
キ
ヴ
ユ
･
タ
ン
ガ

ー]
カ
等

の
湖
上
汽
船
も
多
-
汽
船
甘

五
十
袋
､

1
航
八
千
噸
に
上
り
､
各
種
船
舶
五
鮪
二
千
噸
と
い
ふ
'
蛾

迫
は
マ
ク
ヂ
と
レ
オ
ポ
ル
ド
ゲ
イ
ル
関
田
宵
軒
は

一
八
九
八
年
に
山
水

た
｡
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
紋
は
ブ
カ
マ
輝
ま
で
七
甘
肝
も
入
っ
て
ゐ
る
､
ブ

カ
マ
か
ら
カ
サ
イ
地
方
フ
ラ
ン
ク
イ
腰
ま
で
千
二
甘
三
十
粁
も
完
成
し

日

下
之
を
首
府
に
延
長
中
で
あ
り
'
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
入
る
カ
タ
ン
が
蛾

道
は
会
長
二
千
肝
に
治
し
'
コ
ン
.コ
-
領
土
で
五
官
二
十
二
粋

で
あ
る
'

宅

温

七
ヒ



地

政

鰐
二
十

l
春

光
部
図
払
湖
水
地
方
に
も
令
湖
の
問
に
蚊
道
が
田
雑
て
印
度
洋

(
容
易

に
出
ら
れ
る
.
親
杭
鍵
路
の
潜
臨
場
は
約
二
宵
も
あ
る
か
ら
､

-
晋
以

前
に
比
べ
て
Tl
ン
ゴ
ー
は
止
れ
建
っ
た
図
に
な
っ
た
､
虫
輩
輸
入
品
は

校
数
紙
物
･怨
籾
草
｡靴
｡
-
キ
ム
-
ル
｡(
英
)
金
物
｡抑
千
晶
｡
ビ
ー
ル
｡

段
典
q(
獅
逸
)洋
酒
｡
香
水
｡鉄
筋
｡
白
効
率
･
ト
ラ
ッ
ク
(俳
)
自
励
串
･
1

ラ
ッ
ク
･
日
動
自
称
串
(釆
〕
小
間
物
勅
で
あ
っ
て
､
主
賓
輸
出
品
は
鋼
･

岬
十
油
･柚
花
･
捌
排
･抄
抑
･
ウ
ラ
JJ
ウ
ム
･
コ
,
ア
･
ゴ
ム
･
臥
位
･
企

･

賓
石
｡
錫
｡
コ
パ
ル
等
磁
料
晶
で
輸
出
入
夫

々
六
億
八
干
満
法
､
六
億
法

に
揺
す
る
､
日
本
か
ら
七
官
端
法
の
輸
入
が
あ
.つ
て
､
白
｡俳
｡英
｡米
｡

猫
等
が
上
位
を
し
め
我
脚
は
節
十

一
位
で
あ
る
'
歳
入
不
足
に
見
る
ヤ

う
に
地
方
財
政
的
雛
で
あ
り
土
人
の
窮
乏
推
し
-
､
白
人
の
年
数
は
解

織
よ
り
引
揚
ぐ
る
有
棟
で
あ
っ
て
､
対
外
の
紫
鼠
は
非
赦
さ
れ
る
､
鵜

民
大
位
が
本
絢

の
政
節
の
細
中
に
入
る
た
め
に
､
ど
う
も
耗
治
が
よ
-

は
行
ほ
れ
な
い
ら
し
い
､
自
耳
範
に
は
此
外
に
ル
ア
ン
ダ
｡
ウ
ル
ン
ヂ

委
任
統
治
地
域
が
あ
る
'
衝
獅

鶴
来
ア
フ
リ
カ
の
)
部
で
大
磯
後
ベ
ル

ギ
ー
に
替
任
さ
れ
た
土
地
で
五
疏
五
千
平
方
粁
'
本
図
の
二
倍
iJ
接
し

人
E
三
甘
五
十
鞘
内
白
人
約

1
千
人
が
ゐ
る
､
首
府
は
ウ
サ
ン
プ
ラ
で

軸
部
が
ゐ
る
､
牧
讃
苧
Hi要
産
業
と
L
t
釧
排
｡
噛
革
｡
カ
ポ
ク
･柵
花
｡

廿
熊
等
が
発
捜
し
か
け
て
ゐ
る
'
日
本
と
の
.tlBi引
も
粕
常
に
数
達

し
て

ゐ
る
､
こ
の
方
は
印
鑑
拝
か
ら
モ
ン
メ
サ
経
由
で
ゆ
け
る
湖
水
地
方
な

の
で
あ
る
｡

0

田
本

の
緒

清

的

発

展

に
肋
し
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ガ
ゼ
ッ
ト
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
に
日
本
の
雑
務
侵
略
を
辿
.I(
て
円
く

日
本
の
今
日
拭
従
前
と

解
六
既

望

六

七
八

興

り
'
耽
鼎
市
場
に
於
て
人
絹
綿
布
の
如
き
特
捜
尚
ロー1日
の
拡
例
的
輸
出

囲

た
る
の
み
な
ら
ず
､
棉
械
｡繊
塊
晶
･銅
製
品
｡
ア
ル
,,･
tl
ウ
ム
製
品
･

陶
希
･
祝
典
｡
闇
減
｡
概
紙
｡如
｡奔
約
･
靴
｡時
計
等
換
言
す

れ

ば

山
切
の

締
晶
を
患
争
不
可
離
な
る
が
如
き
解
僻
に
て
倣
鼎
市
場
に
供
給
し
尿
ろ

布
樺
と
な
れ
p
t
8
本
は

}
九

1
77を

三
鞘

ヘ
ク
ト
リ
ツ
,l
ル
の
沓
街

を
輪
出
せ
る

が
1
九
二
九
年
に
七
苅

ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
､
他
罪

恐
慌
後
の
増
加
率
は
八
五
%
で
あ
る
'軸
糸
は
癖
故
丸
首
満
'織
槻
数
三

十
五
誠
に
て
]
九
〇
〇
年
に
九
倍
し
虎
糸
は
緑
井
中
の
全
数
四
十
筒
､

偽
謝
西
の
夫
を
首
倍
に
し
て
三
千
端
砲
の
銀
糸
を
輸
出
し
'
人
約
は

]

九
二
三
年
の
生
産
吊
三
十
五
筋
既
よ
り

1
九
三
三
年
粒
は
四
千
粥
舵
に

相
加
L
t
白
熱
燈
の
輸
出
は

.J
九
二
五
年
よ
り

1
九
二
九
年
の
間
に
二

〇
〇
%
t

l
九
二
九
年
よ
り

一
九
三
二
年
の
間
に
二
〇
〇
%
の
樹
加
を

示
し
t

t
九
三
三
年
に
は
藍
に
躍
逝
し
て
其
侶
柊
紘
四
年
間
に
五
九
%

の
低
下
を
見
せ
た
｡

更
に
故
粒
の
純
晶
僻
柊
を
例
示
す
れ
ば
凹
ラ
ン
プ
仲
ラ
ヂ
オ
受
信
槻

紳
戸
波
二
十
八
法
'
白
幡
串
ア
ン
ヴ
エ
ル
ス
渡
三
十
五
法
､
テ
'-
ス
靴

五
五
仙
'
木
棚
靴
下

1
ダ
ス
二
法
､
時
計
朔

1
耽
三
十
六
淡
と
い
ふ
秘

の
裟
個
で
あ
る
､
日
本
大
蔵
省
の
教
東
に
よ
れ
ば
'
日
本
の
輸
川
は

t

九
≡

l年
庇
に
放
て
前
年
よ
り
も
ニ
二二%
将
加
し
た
､
入
超
は
七
千
三

首
筋
固
､
.五
二
%
二
の
減
少
で
あ
る
が
､

1
九
≡

ニ
年
は
容
顔
史
に
改

尊
さ
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
｡

日
本
細
蹄
的
故
展
の
原
因
を
考
ふ
る
に

1
は
静
銀
の
低
廉
t

l
は
虎

替
ダ
ン
ピ
ン
グ
で
あ
る
､
日
本
静
働
潜
の
平
均
貸
鉄
は

1
日
九
時
間
乃



売
十
時
間

の
歩
働
に
射
し
'
男
工

l
圃
五
十
錦
乃
聖
二
脚
'
女
工
七
十

錦
乃
至

一
問
で
あ
る
､
か
ゝ
る
低
舵
の
貿
金
で
も
日
本
人
は
勤
勉
で
あ

っ
て
貯
金
を
す
る
日
本
の
郵
促
貯
金
は

一
九
二
四
年
の
十

1
億
脚
よ
り

1
九
三
二
年
圃
結
称
下
搭
以
前
に
二
十
八
億
脚
に
達
し
た
'
日
本

の
人

口
が
称
呼
官
前
人
づ
⊥
将
加
す
る
に
拘
は
ら
ず

見
ら
る
ゝ
現
象
で
あ
る

こ
と
は
菅
人
の
睦
窓
を
す
べ
き
串
酢
で
あ
る
､
今
日
の
剛
僻
は
串
僻
の

拭
〇
%
下
落
し
て
ゐ
る
､
絶

っ
て
日
本
の
輸
川
発
着
が
脈
僻
に
物
品
を

蛍
捌

-

理
由
が
わ
か
る
'
し
か
も
日
本
産
菜
の
仝
雌
が
二
十
線
の
称
族

の
手
中
に
掌
握
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
知
る
時
､
哲
人
は
日
本
産
柴
の
成

功
の
出
水
す
る
桝
を
班
に
容
易
に
了
解
し
得
ら
れ
る
､
他
罪
各
図
の
政

雄
兼
務
は
前
記
日
本
囲
晶
の
挺
出
に
射
し
有
効
な
る
保
誰
措
鑑
を
と
るヽ

こ
と
を
政
府
に
婆
求
し
'既
に
牡
佃
枕
で
淋
M
止
的
の
陶
枕
を
か
け
る

か

又

は
日
本
と
州
五
協
定
の
上
に
マ
ン

タ
ン
ジ
ャ
ン
を
制
光
す
る
や
う
に

な
っ
た
'
瑞
相
と
日
本
と
の
如
き
間
に
て
は
こ
の
関
越
は
容
易
に
桝
決

が
蛸
氷
る
け
れ
ど
も
､
他
の
人
銀
座
問
に
と
り
て
は
問
題
は
容
易
に
解

決
し
な
い
で
あ
ら
う
､
結
局
は
世
鼎
市
場
に
於
け
る
市
僻
蹴
邸
よ
り
脱

却
は
Ⅲ
非
な
い
答
で
あ
る
｡

茄
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
新
例

の
論
調
で
あ
る
､
他
山
の
石
と
し
て
参
考

す
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
o

O

田
英

間

の
歳

寧

日
英
数

餅
に
幽
し
保
守
篤
談
貝
モ
リ
ス
氏
の

締
盟

心
兄
は
桜
紙
で
あ
る
か
ら
鼓
に
之
を
抱
げ
る
､
ラ
ン
カ
シ
ア
の
淋

業
不
振

か
ら
日

本
‖川
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
目
し
て
英
図
工
紫
の
琉
大
事
と

な
し
改
称
に
封
す
る
綿
々
の
要
求
が
川
た
｡

郁

軸

一
t

l
九

二

年
の
日
英
泡
南
棟
約

の
峻
尭

二
'
英
国
の
劫
南
棟
約
全
部
(
ロ
シ
ア
以
外
四
十
五
ケ
幽
)
中
の
最
窓

幽
棟
数

の
駿
止

三
.
英
樹
絃
民
地

(
の
日
本
品
輸
入
井
止

四
､
英
飼
品
に
封
す
る
印
鑑
約
枚
を
歳
入
納
税
程
度
に
軽
減
し
外
幽

C
==
に
封
す
る
印
旋
納
税
を
引
上
げ
る
.

か
う
し
た
各
種
の
意
見
の
中
､
鰐

1
.
妨
二
は
ラ
ン
カ
シ
ア
の
み
な
ら

ず
英
国
条
線

の
政
審
の
利
益
に
寮
が
あ
る
､
餅
ニ
7
Q
提
案
は
発
行
不
可

熊
で
あ
り
'
多
田
は
印
庇
の
財
政
を
英
本
国
よ
り
命
令
せ
ん
と
試
み
る

こ
と
で
､
之
を
謝
刺
す
る
だ
け
で
も
'
印
鑑
た
於
て
多
大
の
面
倒
を
恕

起
す
る
'
も
し
英
樹
が

l
九

7
1
年
の
.日
英
適
南
保
約
を
般
来
し
た
ら

ば
踏
倒
英
樹
は
如
何
す
る
の
か
'
日
本

の
統
計
で

l
九
三
二
年
の
英
国

の
掛
目
貿
易
斡
川
超
過
官
八
十
二
茶
二
千
癖
あ
る
が
､
之
を
喪
失
し
て

も
よ
い
か
'
談
保
的
臆
兼
の
締
鼎
日
本
向
ブ
リ
キ
の
好
市
場
を
喪
失
せ

ば
南
部

ス
f7
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
低
域
は
何
と
い
ふ
べ
き
か
'
酪
自
浄
額
で

絃
樵
約
に

加

入
し
て
ゐ
る
濠
洲
や
カ
ナ
ダ
は
英
本
国
と
典
に
般
喪
を
希

望
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
か
'

一
九
三
二
年
に
淡
洲
は
九
育
七
十
三
端
八
千

療
'
カ
ナ
ダ
は
三
首
九
端
四
千
秘
の
各
封
日
輪
H
超
過
で
あ
っ
た
で
は

な

い
か
.
も
し
英
本
国
が
傭
約
を
髄
索
し
て
も
耐
内
治
餌
が
駿
東
を
欲

せ
な

い
時
は
英
樹
の
一
致
は
如
何
す
る
か
､

1
九
三
二
年

英
幽

の
封
臼

貿
易
は
約
三
官
五
十
閑
静
の
輸
川
超
過
で
あ
り
た
が
.
か
う
し
た
給
農

は
英
帝
脚
内
緒
図
の
英
図
品
に
封
す
る
僻
見
力
を
樹
逝
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
英
国
と
し
て
は
長
期
間
に
受
益
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O

望

七

七
九



地

球

欝
二
十

一
各

節
こ
の
提
案
は
容
易
で
な
い
､
こ
の
銀
器
は
反
両
に
英
樹
の
先
ふ
俳

を
金
銀
知
ら
な
い
叉

1
外
鴎
と
姐
御
協
兜
を
浦
風
に
締
結
す
る
こ
と
が

如
何
に
両
側
な
か
を
知
ら
な
い
人
の
首
で
あ
る
.
狗
超
と
飾
蛸
と
の
新

油
面
催
約
は
ニ
ケ
年
を

要
し
た
､
最
窓
国
保
款
を
廠
来

し
て
後
首
尾

よ
-
凹
十
五
の
新
保
約
を
結
ぶ
の
に
越
年
を
嬰
す
べ
き
や
､
叉
之
を
廠

し
た
後
の
過
池
期
に
壮
弗
の
貿
易
界
に
如
何
な
る
こ
と
が
勃
発
す
べ
き

や
'
国
際
貿
易
の
現
状
は
也
多
の
制
限
が
あ
っ
て
安
定
し
て
ゐ
な

い
け

れ
ど
も
.
樵
約
鹿
東
後
の
軸
政
府
放
題
に
比
較
せ
ぼ
獅
敢
闘
で
あ
る
と

い
へ
る
.
解
三
の

挺
案
即
英
幽
植
民
地

t
の
日
本
品
の
輸
入
金
穀
に
つ

い
て
は
職
節
行
環
と
い
は
な
い
ま
で
も
､
日
英
の
関
係
を
よ
-
す
る
も

の
で
は
な
い
'
右
投
案
を
な
す
人
は
少
し
-
嗣
査
し
て
西
阿
植
民
地
に

祝
し
て
撰
ぷ
伊
が
多

い
で
あ
ら
う
､
藤
田
の
提
案
も
亦
不
合
班
で
は
七

い
か
'
そ
れ
は
オ
ツ
タ
ワ
協
先
に
も
背
-
か
ら
で
あ
っ
て
'
オ
ツ
タ
ワ

肱
碇
で
は
完
全
に
印
度
の
自
治
を
認
め
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
｡

い
づ
れ
に
し
て
も
ラ
ン
カ
シ
ャ
の
み
の
利
益
で
灸
英
樹
の
利
益
を
蕃

す
る
こ
と
は
之
を
迎
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

へ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
､

英
樹
内
で
か
や
う
に
論
じ
ら
れ
る
或
け
､
そ
れ
丈
け
日
英
の
他
罪
滋
野

は
今
や
虞
孤
に
考

(
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
-
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
｡

0

ル
-

マ

芸
ヤ

国

の

石

油

t
九
三
三
年
群
描
厄
鯛
の
石
油
庫

糊は枇鉾七
官
三
十
四
端
噸
で
'
前
年
の
七
三
五
茂
噸
に
近
い
､

1
九

解
大
紋

望

八

人

〇

三
二
年
十
二
月
の
巴
吸
石
油
協
定
で

1
月
の
虫
慶
福
を

一
端
八
千
五
官

噸
に
制
限
し
た
こ
と
､
相
場
下
浴
を
恐
れ
て
白
ら
地
建
制
限
を
加

(
た

た
め
､

1
九
二三

年
に
約
二
商
米
爽
か
ら
の
鋼
製
を
樹
加
し
た
に
も
不

拘
､
産
解
は
前
年
舶
に
と

一ゞ

め
た
､
新
に
掘
整
さ
れ
た
餅
砿
油
層
は

山

舷
に
頗
る
拭
-
ポ
ル
デ
ス
テ

イ
の
助
院
は
地
下
二
千
五
官
米
に
し
て
油

層
に
達
ナ
と
い
は
れ
る
位
で
あ
る
｡

}
九
三
三
年
に
紳
油
の
馬
に
使
用
さ
れ
た
脱
的
魚
は
大
鰹
七
官
三
十

掴
端
咽
で
あ
っ
た
､
そ
の
生
産
油
は
八
割
ま
で
封
外
聯
出
向
で
二
割
が

園
内
脚
裁
と
な
っ
た
､
し
か
し
其
特
典
は
国
家
級
所
に
多
-
の
利
を
密

さ
な
か
･つ
た
租
税
の
泡
盛
と
銭
遭
遇
兜
が
高
僧
な
館
で
あ
る
と
科
さ
れ

る
､
例

(
ば

1
九
三
三
年
の
ベ
ン
ジ
ン
相
場
は
蹄
的
併
催
で

一
噸
忙
つ

.き
四
宵
九
十
八
レ
イ
(
一
レ
イ
止

三
鈎
三
屋
)
と
二
千
九
十
八
レ
イ
と
の

間
に
上
.11
し
た
が
租
税
を
含
む
場
合
に
は
九
千
二
官
レ
イ
乃
玉

山
試
す

二
十
レ
イ
と
な
っ
た
於
用
石
油
の
脚
数
は
人
口

一
人

慣
八
砥
牛
で
､
雄

図
か
ら
石
油
を
輸
入
し
て
ゐ
る
細
よ
り
も
少

い
､
政
府
は
同
年
､
図
内

約
費
枕
と
し
て
二
十
三
億
四
千
首
鞘

レ
イ
の
収
入
を
得
た
に
も
拘
は
ら

ず
'
園
内
滑
炎
の
錆
に
使
用
さ
れ
た
石
油
偶
柊
は
借
に
六
億
七
千
七
有

高
レ
イ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
'
同
図
の
石
油
は
欧
洲
の
外
填
及

や
英
領
印
度

(
新
版
路
を
味
得
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
｡


